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 会議録 

 

会議の名称 令和７年度第１回東松山市地域自立支援協議会全体会 

開 催 日 時 令和７年７月３０日（水曜日） 
開会 午後２時 

閉会 午後３時５０分 

開 催 場 所 東松山市総合会館多目的ホールＢ 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 役員選任 

５ 議事 

（１）地域自立支援協議会について 

（２）各プロジェクト・連絡会議からの報告 

（３）委員の各プロジェクトへの関わりについて 

６ その他 

公開・非公開の別 公開 傍 聴 者 数  １人 

委員出欠状況 

会 長 朝日 雅也  出 委 員 佐藤 美奈  出 

委 員 丹羽 彩文 欠 委 員 矢部 智之 出 

委 員 岸澤 進 出 委 員 浅野 聖子 出 

委 員 武田 耕典 欠 委 員 南澤 甫 出 

委 員 松井 治子 出 委 員 横田 大輔 出 

委 員 上野 秀爾 出 委 員 狐塚 汐里 出 

委 員 池永 和美 出 委 員 長澤 誠 欠 

委 員 西川 光治 出 委 員 和久井 洋助 出 

委 員 原子 一彦 出 委 員 磯﨑 祐子  欠 

委 員 奥村 一彦 出 委 員 牛久保 菜々子 出 

委 員 若尾 勝己  出 委 員 榎本 淳也 欠 

委 員 戸森 健治 出 委 員 富樫 正紀 出 

委 員 井上 則子 出 委 員 山名 朋子 出 

委 員 大石 和夫 出 委 員 長澤 正博 出 

委 員 田原 祐己子 出 委 員 柴崎 恭史 出 

委 員 山口 剛史 出 委 員 荻原 久美子 出 

各プロジェクト・

連絡会議 

東松山市社会福祉協議会 阿久津 明子 西部・比企地域支援センター 南澤 甫 

東松山市社会福祉協議会 林 茂史  東松山市障害者就労支援センター 木村 孝 

事 務 局 

健康福祉部  柳沢部長 健康福祉部  山口次長 

障害者福祉課 浅野副課長   障害者福祉課 小松主査 

障害者福祉課 金子主任    
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次 第 顛 末 

１ 開会 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ あいさつ 

柳沢健康福祉部長 

 

３ 委員紹介 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 役員選任 

事務局 

（障害者福祉課 

 金子主任） 

 

 

 

 

 

皆様 こんにちは。 

本日はお忙しい中、お集まりをいただきまして誠にありがとうござい 

ます。 

私は、本日の司会を担当いたします障害者福祉課の金子と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、ただ今から「令和７年度第１回東松山市地域自立支援協議

会全体会」を開会いたします。 

本会議につきましては、事前にお配りした次第により進めさせていた

だきます。 

 はじめに、柳沢健康福祉部長よりご挨拶申し上げます。 

 

 

― あいさつ ― 

 

 

本日は委員改選後１回目の会議でございますので、委員の皆様より「自

己紹介」をお願いいたします。お手元の名簿順で「佐藤委員」より、お

願いします。 

 

― 全体会委員自己紹介 ― 

 

続きまして、幹事会からご出席いただいている委員の皆様のご紹介を

させていただきます。 

 

― 幹事会委員紹介 ― 

 

 続きまして、事務局を紹介申し上げます。 

 

― 事務局職員紹介 ― 

 

続きまして、会長の選任に移らせていただきます。 

東松山市地域自立支援協議会開催要綱により、会長は委員の互選によ

り定めるとされております。ご意見のある方はいらっしゃいますでしょ

うか。 

もし、いらっしゃらないようであれば、事務局から提案させていただ

きたいと思いますがよろしいでしょうか。 

それでは事務局より提案させていただきます。会長については、引き
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事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

 

 

 

朝日会長 

 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

朝日会長 

 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

 

５ 議事 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

続き朝日委員にお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

ご意見がなければ拍手を持って承認とさせていただきたいと存じま

す。 

 

― 拍手 ― 

 

ありがとうございました。それでは、会長は朝日委員にお願いいたし

ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

朝日委員におかれましては、会長の席へのご移動をお願い申し上げま

す。 

ここで、会長からご挨拶をいただきたいと存じます。 

改めまして、朝日会長、よろしくお願いいたします。 

 

― 会長あいさつ ― 

 

 ありがとうございました。続きまして、副会長の指名を朝日会長から

お願いいたします。 

 

 

 副会長は、佐藤委員にお願いしたいと思います。 

 

 佐藤委員におかれましては、副会長の席へご移動をお願いします。 

本日の会議の会議録作成にあたり、出席委員２人の方に署名をお願い

したいと存じます。本日の会議録につきましては、矢部委員と南澤委員

にお願いいたします。後日、会議録ができましたら事務局よりご連絡を

申し上げますので御署名をお願いいたします。 

 

それでは議事に入ります。議事につきましては、東松山市地域自立支

援協議会開催要綱により、会長が進行を務めることとなっておりますの

で、朝日会長よろしくお願いいたします。 

 

では、しばらくの間、議事を進行してまいりますので、皆様のご協力

をお願いいたします。 

まず議事に入る前に、確認事項がございます。東松山市審議会等の会

議の公開に関する要綱では、会議の公開非公開の決定を会に諮って決め

ることになっております。公開の場合、傍聴希望者がいらっしゃれば、

傍聴いただくことになります。事務局に確認しますが、今日は傍聴希望

者の方はいらっしゃいますか。 
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事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

朝日会長 

 

 

委員一同 

     

朝日会長 

 

 

 

朝日会長 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

木村リーダー 

 

朝日会長 

 

 

阿久津リーダー 

 

朝日会長 

 

南澤リーダー 

 

朝日会長 

 

 

１名いらっしゃいます。 

 

 

 

本日は１名傍聴者がいらっしゃいます。本日の会議を公開の会議とし、

会議資料や会議録を公表してよろしいでしょうか。 

 

― 異議なし ― 

 

それでは、本日の会議を公開とし、傍聴者に入室いただきます。 

 

― 傍聴者の入室 ― 

 

それでは、議事に移ります。議事の（１）地域自立支援協議会につい

て事務局から説明をお願いしたいと思います。 

 

― 東松山市地域自立支援協議会について説明 ― 

 

 

 

続きまして、議事（２）各プロジェクト・連絡会議からの報告につい

てです。各プロジェクト・連絡会議から令和７年度の進捗について報告

していただきます。質疑応答はすべての報告が終わった後でお願いした

いと思います。 

ではまず、障害者進路支援連絡会議から報告をお願いします。 

 

― 障害者進路支援連絡会議について報告 ― 

 

続いて「障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議」から報告

をお願いします。 

 

― 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議について報告 ― 

 

続いて「医療・福祉連携プロジェクト」から報告をお願いします。 

 

― 医療・福祉連携プロジェクトについて報告 ― 

 

では、最後になりますが「地域生活支援拠点等連絡会議」から報告を

お願いします。 
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林リーダー 

 

朝日会長 

 

 

 

 

若尾委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

木村リーダー 

 

 

 

 

 

 

― 地域生活支援拠点連絡会議について報告 ― 

 

では、ただいま各プロジェクト・連絡会議より報告がございました。

委員の皆様から何かご質問やご意見があればいただきたいと思います。

障害者進路支援連絡会議について、何かご質問、ご意見のある方はいら

っしゃいますか。 

 

今後の方向性というところで２点ほど質問させていただければと思い

ます。一つ目は、令和７年１０月から施行予定になっている就労選択支

援事業について、この進路支援連絡会議の中でも進路選択という言葉を

使ってこれまでも色々な活動をされてきているかと思いますが、就労選

択支援事業とこの連絡会が今後どのように関連付けながら活動していく

のか、令和７年度以降のことかもしれないですが、そのあたりが方向性

として連絡会の中で議論されているようであればそれをお伺いしたいと

思います。 

二つ目は、厚生労働省から発出されている文書の中では、特別支援学

校等という書き方になっており、就労選択支援事業については対象者の

拡大を将来像として検討しているプロセスがあります。説明の中で、手

帳を持っていないお子さんがいる保護者も参加されているというお話が

ありましたが、今後の方向性として、特別支援学校の進路選択の一助に

なるような活動だけではなく、そういった方々も含めた活動を行ってい

くのでしょうか。これは、並行して就労選択支援事業が動き出した時に

は、学校を卒業され、就労もしくはサービスを検討される方々について

は、必ず通らなくてはならないことになってくるはずなので、そのあた

りが既に意見交換されているようであれば教えていただきたいと思いま

す。 

 

本年１０月から始まる就労選択支援事業と、この進路支援の対象とな

る人たちをどのようにこれから広げていくのかについてのご質問と承り

ました。先ほどの木村委員のご発表の中では、確かに就労選択支援事業

がわかりにくいという共通理解がご紹介されたところでありますけれど

も、本件についてご回答いただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

一つ目の就労選択支援の方の件ですが、わかりにくい、就労アセスメ

ントがそもそもよくわからないというご意見をいただいたところです。

しかし、連絡会議の中で進路選択についての協議はしているのですが、

就労アセスメントに関しては比企地域自立支援協議会を中心に実施して

いただいている面もあったので、市の方の進路支援連絡会議ではあまり

触れておりません。今後、どのように取り組んでいくべきかを含めてこ

れから協議をするという段階ですので、まだ議論までは進んでいない状
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朝日会長 

 

 

 

 

 

 

佐藤副会長 

 

 

 

 

 

 

木村リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

況です。 

 二つ目に関しましても、このところ手帳のない方の支援という観点で、

そういった方が学校を卒業された後に特別支援学校に入学する方もいら

っしゃるようですが、やはり普通学校にいると情報がなかなか行き届か

ない傾向があることがわかってきているところです。今年も、普通学校

の方にも周知を行いましたが、情報提供の在り方についても、今後の課

題として協議をしていきたいと考えております。 

 

 １２頁のところで、アンケートの記載の中で手帳がないグレーゾーン

に関する記載がありますが、手帳がないことが必ずしもグレーゾーンか

はわからないですよね。手帳を取得しないという選択をされる方もいら

っしゃるので、そういう意味では対象者を固定するというよりも、見え

ない対象者といいますか、ニーズにもしっかりと向き合った上で想定し

て、切り込んでいく時には具体的なアプローチが必要だと感じました。 

 

１３頁の今後の活動について、中学生による職業体験のことで伺いま

す。昨年度の評価では、この取組について障害者雇用を行っていない企

業にも参加していただき、障害者雇用についての理解促進を図っていき

たいという評価がされていたところです。今回、ご協力をいただいてい

る５つの企業はそういったことも考慮しながらお願いをされたのでしょ

うか。 

 

 今回５社の企業にお願いさせていただいた中で、エネックス株式会社

が商工会の方からご紹介をいただきまして、障害者雇用をまだされては

いない企業になります。また、障害者雇用についてもよくわからないけ

れどもご協力をいただけるということだったので、今回、お願いをしま

した。また、その他の企業もいろいろ考えた上で選択をしています。昨

年度に飲食業もあった方がよいのではないかという話もあったのです

が、飲食業の場合は検便の面から少しハードルが高くてうまくいかなか

ったところがあり、今回こちらの５社にお願いをしました。 

 

昨年度までの検討内容を踏まえた上で令和７年度に取り組んでいただ

いていることを確認いたしました。 

感想めいたことで申し訳ないのですが、キャリアデザインフォーラム

の対象者を考えると、ワークキャリアも含めたライフキャリアについて、

どのように支援していくかという観点から幅広くニーズに向き合ってい

ただくのがよろしいのではないかと感じました。 

ほかにはよろしいでしょうか。 

それでは、２番目の障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

については何かございますか。 
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阿久津リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿久津リーダー 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

それでは、議長からの質問で申し訳ないのですが、１８頁の市内児童

発達支援事業所へのアンケート調査について、先ほどご紹介いただいた

昨年度の取組の中で、保育園や児童発達支援事業所等の関係の方たちが

連携していくことの重要性を強く実感させていただいたところです。そ

の上で、令和５年度調査結果から移行支援と地域支援が十分に進んでい

ないというところですが、この辺りについては今年度のヒアリングやア

ンケート調査の中で、具体的にどのような聞き方によって踏み込んでい

こうとされているのでしょうか。 

 

 現在、事務局の方でアンケート調査の内容を検討している状況ですが、

そもそも事業所の方で実際に移行支援や地域支援を行っているかという

ことや、行っていないのであればそれが難しい理由についての課題抽出

をしたいと思っています。やはり地域支援を一事業所がやることは非常

に難しいテーマだと思うので、協議会としてどのようにすれば一緒に取

り組んでいけるかについて、逆に事業所の皆さんからご提案いただける

ことがないかを聴き取っていきたいと考えております。 

 

 よくわかりました。まずは探索的な観点から臨んでいこうということ

だったと思います。 

もう一つ、ディスカッションのための投げかけになりますが、１６頁

の巡回相談について、巡回相談支援チームのメンバーであり、本日は委

員として校長先生方がいらっしゃいます。特別支援教育コーディネータ

ーとして東松山と川島ひばりが丘からそれぞれの先生方にご参加をいた

だいていて、もう一方で普通学校における特別支援教育コーディネータ

ーがいることになるかと思います。このあたりについて、これが特別支

援学校の色合いが強いという意味ではなく、色々な観点から考えていく

ために、巡回支援チームのメンバー構成はどのような基準や考え方で行

われているかを教えていただければと思います。 

 

巡回相談支援チームのメンバーに関しては、巡回相談の取組が始まっ

た頃から特別支援学校のコーディネーターの先生と医療機関、相談支援

事業所、障害者福祉課で固定しています。医療と福祉の両方の視点を巡

回チームに取り入れさせていただいて、お子さんたちの学校生活を支え

るという面からこのようなメンバー構成になっているということで確認

をしております。 

 

 ありがとうございます。もちろん特別支援学校の特別支援教育コーデ

ィネーターをされている先生なので、障害特性に関する情報や対応方法

についてご造詣が深いのはわかるのですが、私の理解が違っているかも

しれないので、もしよろしければ原子委員と和久井委員から今の投げか
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原子委員 

 

 

 

 

 

 

和久井委員 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若尾委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

けについて何かあればご助言いただければと思います。 

 

 通常の学校のコーディネーターは、校内と校外を結び、どのように相

談にもっていくかコーディネートするのが仕事かと思っております。一

方、特別支援学校のコーディネーターは専門で特別支援を学んできてい

る者が行っていますので、通常の学校を巡る中でのアドバイスを行うな

ど、そういった専門性を持っているのが特別支援学校の教育コーディネ

ーターかと思います。 

 

私の認識でも、通常の小中高の学校では養護教諭の先生であったり、

授業を持っている先生がコーディネーターであったりという現場サイド

のケースが多いと思います。なので、特別支援学校だと地域循環をメイ

ンに担当する教員が配置されていますので、そういう意味では少し役割

が違うかと考えています。 

 

ありがとうございます。資料にも書いてあるように、インクルーシブ

の理念を実現していくための教育の在り方について、幅広く巡回して相

談に乗るということなので、その時にはもちろん特別支援学校のコーデ

ィネーターだからといって特別支援学校を代表して関わるという意味で

はなくて、専門的な見地からその子の最もニーズに合った教育について

巡回相談を行うという理解になるのかと思っておりましたので、よくわ

かりました。ご説明ありがとうございました。 

 ほかにはよろしいでしょうか。 

それでは、医療・福祉連携プロジェクトについてですが、こちらにつ

いては何かご意見、ご質問等ございますか。 

 

もしわかるようであれば教えていただきたいのですが、現在、私自身

が埼玉県の自立支援協議会の中の医ケア児者重症心身障害児者支援部会

の方に参加させていただいております。先日、１回目の会合があり、そ

の中で当事者の保護者から、医療から移行していく移行期のお子さんの

日中活動の場のことや、ともすれば就労の話題も出ました。残念ながら、

私の組織で対応させていただいている中では過去に１人、２人いたかと

いう人数で、なかなか就労であったり日中活動に相談から繋いだという

ケースが事例としてはなかったところです。今後、県の方の支援部会で

も、移行期のことについては担当のドクターを中心に話を進めていくよ

うな流れになっていたものですので、もしそういった方たちのニーズや

意見があれば、ぜひお伺いしたいと思って質問させていただきました。 

 

 関連するご発言はありますか。 

私も県の医療的ケア児の支援コーディネーターの研修のところに携わ
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南澤リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

佐藤副会長 

 

 

 

 

 

 

南澤リーダー 

っており、昨年度からそこの科目に労働が含まれました。今までは医療

的ケア児について労働という文脈で捉えると、医療的ケアが必要になる

ので、本人よりもそのご家族の方について、働くことが難しかったり仕

事をする機会がないので、そういった文脈の中で労働というものが使わ

れていたのですが、これからは医療的ケアを必要とする方自身が、労働

をするという対象になることが想定されます。ＩＣＴの進展や環境の変

化によって医療的ケアが生活介護にとどまらない動きが出てきているこ

とも、私自身が担当しながら実感させていただいたので、そういったこ

とも含めてこのプロジェクトでの意向、あるいは働くことについてどの

ように捉えていくと考えているか、ご説明いただいてもよろしいでしょ

うか。 

 

 移行期の話や通い先の話としては、成人期のモニタリングの中で出て

くると思われるので、今年１１月の成人期のモニタリングの際に出てく

ると思います。現状で報告ができることですと、資料の２３頁に記載し

ていますが、プロジェクトの課題をブレインストーミングした時には、

１７歳以上で呼吸器があると治療入院先が見つからないなど、呼吸器が

あるということがかなり大きなポイントになっていることや、児から者

に転換するときに科をまたいでしまうことがあるので、知っている先生

にかかりたくてもなかなかそれが叶わないというような課題がいくつか

出てきました。いずれも個別性が高い話なので、プロジェクトの中で行

っているモニタリングでも課題の抽出時に、例えば児童期に働きたいと

いう保護者の課題が出てきており、データとしてこういう話があるとい

うことを我々は知っているのですが、我々が把握するまでに数年かかっ

たりするので、成人期のモニタリングの時にこういた話題が出てくるの

ではないかと思っているところです。ちなみに、前年度に行った成人期

のモニタリングの中では、労働の話題もありましたが、どちらかという

と災害時に電気をどのように確保したらよいかという話の方が多く出て

いました。 

 

 ありがとうございました。ほかはいかがでしょうか。 

 

 ４頁で事務局の方から自立支援協議会の組織についての説明をいただ

いておりますが、そちらによると、プロジェクトがあって、プロジェク

トで課題を把握したり、その課題の解決を行うために連絡会議を設置す

るとあるのですが、医療・福祉連携プロジェクトが今後連絡会議に進ん

でいくという方向性があるのか、もしあるようであればその時期につい

て教えてください。 

 

 以前、本プロジェクトを連絡会議に移行することを計画したことはあ
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朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

小松主査） 

 

ったのですが、その中で連絡会議に変えていくことの意味合いやすり合

わせがしきれなかったことや、プロジェクトを協議の場として位置づけ

るという文言があることの兼ね合いもあって連絡会議にうまく移行でき

なかったという経緯があります。しかし、将来的には移行したいと思い

ます。 

 

 感想めいたことで申し訳ないのですが、医療的ケア児者ということは

政策的なキーワードになっておりますし、実態としてもその重要性につ

いてはどなたも否定されることはないと思います。しかし、一方で、医

療的ケアを必要とする方と決められた固定的なものになっていくと、も

ちろん医療的ケアを必要としないと生命が維持できないという重要性は

あるのですが、それと同時に、例えば学齢期であれば学ぶこどもであり、

成人期であれば働く人、あるいは地域で暮らす人かもしれないというの

が前提であって、その場面場面において医療的ケアを必要とするという

捉え方が非常に大事かと思います。本プロジェクトではそのようなこと

はないと思いますが、問題ありきで医療的ケア児者といった固定観念を

持つのではなく、このような捉え方が重要かということを改めて感じさ

せていただいたところでした。ありがとうございました。 

 

 ほかにはよろしいでしょうか。 

 それでは最後になりますが、地域生活支援拠点等連絡会議について、

ご質問やご意見等いかがでしょうか。 

 また議論のための質問になるかもしれませんが、資料の最後の頁にサ

ービスを使っていない方のリストがありました。東松山市の地域でこの

ような観点から抽出を行い、事務局で精査をした上で情報共有をしてい

くことは非常に重要と思いますが、備考に書かれていることが非常に気

になりました。架電するも訪問拒否をされたり、通知発送後も反応なし

というところで、言ってみればアウトリーチの在り方も含めて問われて

いるのかと思います。サービスを使っていないということについて、使

うか使わないかの選択も含めて、専門家からの適切なサービスを使うこ

とによってよりクオリティーの高い生活を実現するということになると

思うのですけれども、使わないということも一つの選択肢であると考え

た時に、この対象者の方にどのようにアプローチしていこうっていらっ

しゃるのか、このあたりのことで何か議論がされているようであれば教

えていただければと思いました。 

 

 本件に関しては事務局から回答いたします。おっしゃるとおり、サー

ビスに繋がっていない方ということで、必ずしもサービスに繋げようと

しているわけではございません。まずそれぞれの生活実態をまず把握し

た上で、必要がある方についてはサービスに繋ぎますが、不必要なサー
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朝日会長 

 

 

井上委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

小松主査） 

 

 

 

 

ビスを使っていただくことは想定しておりません。今後については、一

旦この６人の方の実態を調査して、それぞれ想定されるくらいクライシ

スや生活像が異なるところもありますが、この６件のサンプルを見た上

で連絡会議としての取組をまた考えていきたいところでございます。基

本的な考え方としては、拠点事業を行っていく、また、進めていく上で、

今後も定期的にこのような抽出と、実態調査やアウトリーチを続けてい

きたいと考えております。 

 

 ありがとうございました。これからを考えていくための一つのプロセ

スであり、情報の共有ということがよくわかりました。 

 

私がこの協議会に参加したいと思ったことは、まさにこの件です。私

の子は発達障害で人間関係があまり良くなくて、就労支援等で色々とお

世話になった方ともうまくいかなくなる場合が出てきてしまって、こう

した時、その後のケアはどうしたらよいかということをいつも考えてい

ます。これまでは他のところを探したりしてきたのですが、これから親

がいなくなってしまった後に、お世話してくださっている方と関係がう

まくいかなくなった時でも継続した支援が必要なことはわかっていま

す。そういった時に、本人が連絡をしないからその支援は必要ないとい

うことではなくて、どのように継続して支援をしていってもらおうかと

いうことが、現在一番心配になっているところです。 

 

 井上委員さん、ありがとうございました。 

 先ほど私はアウトリーチという言葉を使いましたけれども、今のお話

の中で、支援する側から見た時に、反応がないのでどうするかというこ

とだけではなく、もしかすると井上委員さんがおっしゃったように、使

えるかどうかは別として、なぜ今そのサービスを望まないのかという背

景も含めて、丁寧に状況を確認しあったり、もしかするとそのテーブル

についたり、インタビューすること自体が負担になるかもしれませんが、

その辺りについて、背景であったり、その理由や原因を共有していくと

いう丁寧な対応が必要なのかと思いました。本件について何かございま

すか。 

 

 本リストの１番の方について、行政の訪問はよいがそれ以外の方は来

ないで欲しい、自分のこどもは家にいるのが一番幸せである、私達はそ

れでよいのだというような拒否があったりもしました。この方について

は、まずは実際にお会いすることや、関係づくりから始めていきたいと

考えています。調査については拒否があったから終了ということではな

く、その先に繋がるような支援も関係づくりと並行しながら進めてまい

りたいと思います。このリストに挙がっている６人の方については、市



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上委員 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

小松主査） 

 

 

井上委員 

 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

小松主査） 

 

林リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が把握している記録等は全て目を通させていただいております。これま

でどういったことを経験してきたとか、こういう活動をしていたけれど

も今はしていないとか、情報量は少ないのですが、こういった背景を関

係機関とも協力して集めながら、今の困り事や、将来予想される困り事

について情報共有を行うとともに、支援を行うための検討を行ってまい

りたいと思います。 

なお、参考までに、今回４０歳以上で療育Ａ以上の方という条件を付

して抽出をしておりますが、こちら埼葛北地区の拠点事業で同様の条件

で抽出をしたところ、拠点事業でいわゆる緊急時が想定される対象者像

とマッチする割合が高かった条件だったということを参考に抽出をさせ

ていただいておりますので、毎年、対象者は変わったり増えたりすると

思いますので、こうした取組を継続してまいりたいと考えております。 

 

これからも、見捨てるとかではなくて今後も見守ってくださるという

ことでよろしいのでしょうか。 

 

そうですね。現在、こちらで把握している方は、相談支援事業所の方

で緊急時が想定される方ということでご推挙いただいている方々なので

すが、この取組は、現在、把握されていない方をこちらから探しに行く

というようなアプローチを行うものになります。 

 

 現在、総合福祉エリアで相談員の方にお世話になっているのですが、

そういう方と今後もし関係が悪くなってしまった場合、また何か違う支

援に繋げていってもらえるということなのでしょうか。 

 

先ほど説明した内容については、あくまでも拠点事業としての取り組

みになりますので、その時のご希望や状況にもよりますが、障害者福祉

課としてはご相談にはもちろん応じさせていただきます。 

 

 貴重なご意見ありがとうございます。いろいろなニーズがある中で、

井上委員さんがおっしゃっていただいたように、関係が悪くなった場合、

その先の支援は他にもあるのだろうかということを心配される方が多く

いらっしゃるのではないかと思います。拠点の機能で申し上げますと、

一つ目の相談機能になります。一つの相談支援事業所でうまくいかない

ケースや、そういった方が多くいらっしゃいます。なので、拠点の事業

も含め、相談機能というところで、登録事業者もそうですが市内に多く

の相談支援事業所がありますので、一つの事業所でうまくいかなかった

としても、その後、情報共有をしながら、その方に合った相談先を地域

で準備しながら進めていきたいと思います。 
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井上委員 

 

朝日会長 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

小松主査） 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

また後で色々お聞きしたいと思います。 

 

協議会としては、支援拠点の中の相談の部分についてフォーカスいた

しましたが、個別の相談や日々の福祉サービスの提供等に係る課題につ

いては、また色々な形を通してご意見いただければと思います。ありが

とうございました。 

 

ほかにはよろしいでしょうか。ないようでしたら、議事の（２）につ

いては以上とさせていただきまして、議事（３）「委員の各プロジェクト

への関わりについて」についてです。まず事務局からご説明をお願いい

たします。 

 

― 委員の各プロジェクトへの関わりについて ― 

 

 

 

ありがとうございました。本件については、協議会の議論をさらに活

性化していくための一つの方法として、それぞれの委員の皆さんにとっ

て特に関心がある会議やプロジェクトの議事録や進捗について、関心を

持続していただいた上で必要に応じてご発言いただきたいと趣旨でござ

います。それぞれの会議やプロジェクトからイベント等のご案内があっ

た時に出席してくださいというわけではありません。一つの拠り所とし

て自身の担当をもっていただくことで、より活性化に繋がるのではない

かという願いでお願いしたところでございます。本日時点での状況がわ

かりましたので、新しい委員さんなどのご要望にもタッチしていただい

て、次回以降に繋げていただきたいと思います。 

それでは、用意した議事は終了になります。 

他にないようでございましたら、議事を終了して、議長の職を解かせ

ていただきます。ご協力ありがとうございました。事務局にお返しいた

します。 

 

朝日会長ありがとうございました。続いて、次第の６、その他でござ

いますが、委員の皆様から何かございますか。 

ないようですので、以上をもちまして、令和７年度第１回の東松山市

地域自立支援協議会全体会を終了いたします。令和７年度第２回全体会

につきましては、日程が決まりましたら改めてご連絡申し上げます。 

本日はありがとうございました。 
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上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。 

 

令和７年 ８月２６日            署名委員   矢部 智之    

 

署名委員     南澤 甫      

 

 


